
「北浜・船場における、近代建築の魅力と再生」   
            大阪ガス（株）エネルギー・文化研究所  
                        栗本智代           
 大阪で仕事 を続け ていると、歴 史的な 近代建築物の 中に案 内され

ることが度重 なって くる。当初は 「いい 雰囲気の場所 がある んだな

ぁ」としか感 じなか ったのだが、 大阪が 最も成長を遂 げた近 代の歩

みを知るにつ れ、モ ダニズム精神 の象徴 である遺産と して改 めて見

直したくなっ た。建 築の専門家で はない ため難しいこ とはわ からな

いながらも１ つ１つ めぐってみる と、さ らに興味が深 まり、 建物内

での食事やギ ャラリ ーなども楽し み出す と、時間がい くらあ っても

足りない。  
大 阪 市 に お け る 近 代 建 築 の 解 体 率 は 約 ６ ６ ％ に の ぼ る と い う 報

告があり、こ の２０ 年ほどで急速 に消滅 していること がわか ってい

る。（「 大 阪 市 都 心 ３ 区 に お け る 近 代 建 築 の 保 存・活 用 に 関 す る 研 究 」平 成 １

２ 年 度 日 本 建 築 学 会 近 畿 支 部 研 究 報 告 集 よ り ）。 確かに今 日、近代 建築の

保存は容易で はなく 、建物の老朽 化やＯ Ａ化への対応 、賃貸 オフィ

スとしての経 営困難 など、ソフト ハード 両面で問題が あり、 民間の

場合は収益を上げながらの保存が課題となる。  
し か し ビ ル の オ ー ナ ー や 店 主 の 中 で 、 こ だ わ り と 誇 り を も っ て 、

各々の建築物 に関わ っていらっし ゃる方 も少なくなく 、独自 の味わ

いを生み出し ている 。北浜・船場 界隈か らいくつか、 新たな 試みと

して特長ある事例を紹介する。  
 

＜ 北 浜レ トロ～ 創建時 のコン セプト“ イギ リス”へ のこだ わり ～＞          

 北浜の旧大 阪証券 取引所の北向 かいに あるビルで、 明治 45 年に

竣工、もとは 証券取 引業者の店舗 で、後 に入った桂隆 産業が 倒産後、  
小 山寿一さんが買い取られ「北浜レトロ株式会社」を設立された。  
 このビルは 、イギ リス人に習っ た日本 の建築家が、 当時の イギリ

ス の建造物を 想像し て建てられた ようだ 。現オーナー の小山 さんは、

幽 霊ビルのよ うにな っていたのを もとの 姿にもどして あげた いと、

建 築時の明治 末の雰 囲気を大切に 、自身 の設計・デザ インに より補

修 ・改装され た。そ して、ティー ルーム とアンティー ク・雑 貨の店

舗 として再ス タート し、時代に迎 合せず ブームを追い かけな い、ク

ラ シックなイギリスにこだわった「場」づくりが行われている。  
 
＜ 生 駒 ビ ル ヂ ン グ ～ コ ン シ ェ ル ジ ュ オ フ ィ ス と し て の 挑 戦 ～ ＞  
 堺筋と平野 町の角 地に、昭和 5 年に竣 工されたこの ビルは 、宗兵

蔵の設計で、 外観は スクラッチタ イルや テラコッタを 用いた 彫りの

深い味わいが 特徴で ある。生駒時 計店と して用いられ てきた が、耐

震補強の改修 が必要 となり、その 際、社 長の生駒信夫 さんは 、民間



所有のまま維 持保存 していきたい と、収 益性のある新 しい業 態に再

生することを 立案さ れた。そして 、ベン チャー企業で ある２ つの会

社にビルの企 画・運 営を委託し、 新しい ビジネスモデ ルの導 入に踏

み切った。そ れが、 ホテルの中で 仕事が できるような 「コン シェル

ジュオフィス 」であ る。２８室の 賃貸オ フィスは全て 椅子・ 机・多

機能電話・イ ンター ネット回線が 用意さ れており、１ 階のレ セプシ

ョンで秘書的 業務を 行ってくれる という 。創立当初の 雰囲気 を十分

に残すこのビルでの新しい試みを見守っていきたい。  
 
＜ 旧 大 中 証 券 ビ ル ～ 高 級 フ ラ ン ス 料 理 店 へ の 転 身 ～ ＞  
 高 麗橋にある赤レ ンガのこのビ ルは、 明治４５年、 辰野・ 片岡建

築事務所によ って建 てられた。大 中証券 の移転後、ビ ルのオ ーナー

が再生方法の コンペ を行い、２００ 件の 応募の中から「 シェ・ワダ」

の和田信平シ ェフの 案が採用され て、高 級フランス料 理店と なった。 
 外観は、年 齢を重 ねた美しさを 大切に するため、外 壁のレ ンガも

洗いを１回に おさえ 、看板やメニ ューも あまり目立た ないよ うに配

慮したという 。一方 内部は、徹底 的に手 が加えられ、 フラン スから

とりよせたイ ンテリ アや暖炉、職 人によ る漆喰塗りの 壁、時 間を経

るにつれて腐 食する 鏡など、生き ている 建物としてい い皺が できる

ように工夫さ れてい る。老舗であ る「吉 兆」の隣で、 長年か けてい

いものを創っ ていき たいという和 田シェ フの思いが反 映され ている。 
 
＜ ダ コ タ ハ ウ ス 「 Ｓ Ｃ Ｏ Ｏ 」 ～ 新 し い 賑 わ い 文 化 ～ ＞  
 西船場にも 、比較 的小規模の近 代建築 が数多く集積 してい る。江

戸堀に位置す る地上 ４階地下１階 のこの 建物は、大正 末～昭 和初期

に竣工された という 。オーナーが 建て替 えを考えてい たのだ が、不

動産コンサル ティン グの（株）ア イディ ーユーの調査 とアド バイス

により、歴史 ある建 築物として見 定め、 ９９年から６ 年間の 定期借

家として同社 に一棟 貸しをするこ とに。 改装のポイン トは、 オリジ

ナルの質感を 保つこ とと、シンプ ルな空 間づくりであ った。「人が使

って賑わい、 利益を あげることで 、不動 産価値も上が る」と いう考

えのもと、１ 階はカ フェ、２階か ら４階 はヘアデザイ ンやメ イク、

アロマエステ などフ リーアーティ ストの サロンとして 活用さ れてい

る。お客様は 主に２ ５歳から４０ 歳前後 。古いビルと いう素 材を生

かした雰囲気 が、逆 に新鮮でおし ゃれだ とリピーター が増え ている。 
 昼と夜で全 く表情 が変わるのも 魅力の １つで、特に あたた かい橙

色 の灯があふれる夜景に立ち止まる人も少なくない。  
 
＜ 江 戸 堀 コ ダ マ ビ ル  ～ 和 洋 と 新 旧 の 折 衷 ～ ＞  
 昭和１０年 、岡本 工務店（ヴォ ーリズ の作品の施工 を主に 担当）



により竣工さ れた。 和洋折衷の外 観が印 象的なこのビ ルは、 もとは

綿布商を営ん でいた 児玉竹次郎氏 の邸宅 であり、昭和 初期の 当時、

外観はもちろ ん設備 を含め最先端 の建物 であった。創 立者の 孫にあ

たる現オーナ ー児玉 竹之助さんは 、昭和 ５３年に改装 の際、 かつて

の雰囲気を残 しなが ら、一部をテ ナント 仕様とし、ま た音楽 関係の

知人が多い（ 自らも クラリネット を演奏 される）ため 、音楽 専用の

スタジオ・レ ッスン ホールを設置 された 。子供から有 名な音 楽家ま

で、隠れ家的 に愛用 されている。 さらに 、ご本人の趣 味であ るイタ

リアコレクシ ョンを 収蔵する「イ タリア 資料室」も開 放され ている。  
 外観入り口 のルー フは、１０年 前にミ ラノの建築家 がデザ インし

たもので、前 庭には 、解体された 日本火 災ビルの柱の 柱頭部 分が移

設されている 。「入 り口や窓枠、 ベラン ダなど１つ１ つ修復 したい」

とあくまで竹 次郎時 代の姿を意識 しつつ 、現オーナー 自身の こだわ

りとうまく折 衷させ て運営されて いる。 今後３階部分 で、昭 和初期

の家庭用品の 変遷と して、蔵に眠 ってい た実物の展示 会をし たいと、

企画を練っているのだそうだ。  
 
＜ 細 野 ビ ル  ～ ア ー ト を 通 し た 交 流 の 場 へ ～ ＞  
 新町４丁目 、地下 鉄西長堀駅か らすぐ の角地に建つ このビ ルは、

昭和１１年竣 工。設 計施工を担当 した建 設会社細野組 は、御 堂筋の

道路工事筆頭 請負業 者であり芦屋 の六麓 荘の開発など 行った 業績を

もつが、その 本社ビ ルとしてここ が建て られた。施主 は、会 長の細

野濱吉。当時 細野組 は石材の請負 も行っ ていたので、 上質な 石材が

あちこちに使 用され ている。また 元会長 室や応接間の 机、椅 子、家

具類は創立当初から変わらず残されている。   
現オーナーの 細野房 雄さんは、こ のビル を取り壊して 建て替 えの

計画を進める つもり だったのが、 実際建 物を見て、最 高の石 材や技

術、デザイン の素晴 らしさに感動 し、自 ら手作業で修 復しな がら維

持保存するこ とにし たという。特 に会長 室は神聖な場 所とし て考え

られており、「濱吉の椅子には誰も座れない」と言われる。  
今 年 の ２ 月 か ら 新 進 気 鋭 の ア ー テ ィ ス ト に よ る 個 展 が 開 催 さ れ

ている。６月６ 日に は「６６展」（芦 屋 の六麓荘にも かけて いる）と

題して６６人 のアー ティストによ るイベ ントが行われ 、有名 無名の

老若男女で賑 わう場 となった。ギ ャラリ ーを始めてか ら、細 野ビル

をスケッチし にくる 若い人も増え 、「カ ジカジ」など ファッ ション雑

誌の撮影場所にも使用されるようになった。  
細 野 さ ん は 、「 １ 階 と 地 下 の ス ペ ー ス 代 を 自 分 の 給 料 か ら 引 い て

も、このビル を大好 きと言ってく れる人 に利用してい ただい て、偶

然の出会いが あるコ ミュニティの 場にし たい」と語っ てくだ さった。 
  



 
 これらの他 にも例 えば、オーナ ーの人 柄が魅力で入 居希望 者がた

えないという ビルの 話も何例か聞 く。オ ーナーと店子 が話を する機

会が積極的に 設けら れ、あたたか い人間 関係が育まれ ている ようだ。

オーナー自身の意図でギャラリーがつくられることも少なくない。  
 概して最近 の特徴 は、オーナー や経営 者の思い入れ やメッ セージ

性の強い「場 」が誕 生し、新しい 価値が 付加されてい ること だとい

える。実際、 少し前 までは、中に 入りに くい近代建築 も多か ったの

が、仕様の変 更を含 めた改装で開 かれた 場に変わり、 一般の 人がふ

らりと、独自 の空間 を楽しめる機 会が少 しずつ増えて いる。 その取

り組みは、静かなファンによって成熟していくに違いない。  
 近代建築を 活用し た特有の「場 」が、 これからの新 たな大 阪のま

ち文化を生み出す源泉となりそうである。  
 
 
 
 写真キャプション  
 ＊北浜レトロ  ティールーム（２ F）  
 ＊旧大中証券ビル（シェワダ）外観   
 ＊江戸堀コダマビル  外観  
 ＊ SCOO １ F カフェ「 DAKOTA」  
  


